
まちとともに
つながりを紡いでいく
養育里親として里子を育てている。

地域で子育て支援をしている。

里親家庭で生活したことがある。

さまざまな立場から里親家庭に携わる方に

それぞれのストーリーをたずねてきました。

News Letter
す べ て の 子 ど も に 愛 あ る 家 庭 を

©Ryuto Sato

vol.

2023.12
December

019



02

里親制度とは？

子家センコラム
福岡市子ども家庭支援センター「SOS 子どもの村」
相談支援員 水本 有依

Interview 01
子育て支援コンシェルジュ・養育里親

菅 祐子さん

Interview 02
城南区「子どもプラザ」代表

大石 華奈代さん

Interview 03
里親家庭経験者

A さん

News Letter vol.019

本号の編集にあたって

さまざまな事情で親と離れて暮らす子どもを家族の一員

として迎え入れ、一定期間実親に代わり養育をする制度で

す。里親と子どもに法的な親子関係はなく、実親が親権者

となります。

現在、日本全国では、実の親と離れて暮らす「社会的養

護」のもとで生活をしている子どもたちは約42,000人いる

とされており、そのうち約7,800人の子どもたちは、里親・

ファミリーホームで生活をおくっています。

里親家庭は、社会的養護の受け皿の「社会的役割」とし

て認識されつつある一方、まちのなかにあるひとつの「家

庭」でもあります。子どもたちにとって「ここに居ていい

んだ」「このまちで安心して生きていける」そう思える「ま

ち」というのは、どの様な「まち」なのでしょうか？

今回は、養育里親として里子を育てている方、地域で子

育て支援をされている方、里親家庭で生活をした当事者の

方をたずね、ヒントを探ってみました。

このNewsletterを手にとっていただいた皆さまと、私

たちSOS子どもの村JAPANが、一緒になって考えるきっ

かけとなりましたら幸いです。

まちとともに
つながりを紡いでいく

里親制度を知る

里親家庭は、すぐそばに。
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保育士の勉強を
きっかけに知った
「社会的養護」

もともと、子どもが双子だったため育児があっとい

う間に終わってしまい物足りなかったのかなと思いま

す。思いのほか子育てが楽しかったので、子どもが小

学校にあがってから保育士の資格を取りました。保育

士の試験科目の中に「社会的養護」という科目があり、

「そうか。こういう世界もあるのか。」と深く心惹かれ

養育している子どもたちからはたくさんの「宝物」

をもらいました。子育てのさまざまなシーンで２人か

らもらう愛にあふれた言葉や行動は、私たちの人生を

豊かにしてくれました。今でも大切な思い出になって

います。一方で、容易なことばかりではありませんで

した。自分が勉強し知識をつけていくことが必要だと

感じ、いろんな研修や勉強会に参加したり、大学院に

通ったり。新しく学ぶことも。

上の子が思春期になるにつれ、言葉にならないさま

ざまな想い、怒り、悲しみを家庭のなかで表現するよ

福岡市在住。福岡市城南区子どもプラ
ザ運営受託団体「NPO法人地域ぐるみ
の子育てをすすめるひだまりの会」代表
理事。城南区子育て支援コンシェルジ
ュ。2人の姉弟の養育里親。

菅 祐子さん

01

たのが里親になった最初の動機です。

校区の子育てサロンの事務局やファミリーサポート

など、子育てしながら子育て支援中心の仕事や活動を

しながら少しずつ里親への気持ちが固まっていきまし

た。15年前から福岡市城南区子どもプラザのスタッフ

として働いており、図らずも今は城南区子どもプラザ

の運営受託団体NPO法人の代表になってしまいました。

最初の頃は里親になることについて、夫は反対。「犬

や猫じゃないんだから。」と。しかし実際に施設に足を

運び、家庭を必要としている子たちがこんなにいるん

だ。ということを肌で感じてから夫も変わってきまし

た。まずは、児童養護施設の子どもにお盆に遊びにき

てもらう「お盆ふれあい里親」からスタートをしてい

きました。

それから短期で子どもを預かるようになりました。私

は楽しくやりがいを感じていたのですが、実は家族、特

に娘たちに負荷をかけていたことをあとから知りまし

た。「子育てが一段落するまでは」と一旦里親はお休み

することに。その間は里親会の託児を引き受けたりと、

細くつながりは持ち続けていました。

娘たちが大学入学を機に家を出たタイミングで、児

童相談所から姉弟の委託の打診があり受け入れること

になりました。

２人の子どもから
たくさんの「宝物」を。
地域の方からは
温かいつながりをもらいました。

Interview

里親の声
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我が家の子どもたちも早いもので高校生と中学生に

なりました。自立を考える年齢になってきた今、この

子たちと、私の人生は違うということをしっかり認識

する様にしています。心配だけれども、心配に支配さ

れない。以前の私は、里子の２人のいろんなことが心

配すぎて、生きていく道にある小石すら、私が取り除

いてあげてしまいたくなる衝動に駆られることがあり

ました。

これからは、手を貸してしまいたくなる瞬間もぐっ

と耐えながら、２人が生きていく道をつかず離れず見

守りながら歩んでいきたいと思っています。

２人が生きていく道を
一緒に歩みながら、時には見守る日々

うになっていきました。家庭の中での暴力や暴言が増

え、家は壊れ、私は一時期あざだらけでした。このと

き児童相談所はもちろん、地域のあらゆる専門機関や

社会資源に助けを求めたような気がします。そのうち

児童養護施設の里親支援専門相談員の方が我が家に来

て、継続的に子どもとの時間を持っていただきました。

最初は子どもも自分の気持ちをうまく言葉で表現す

ることはできませんでした。けれど継続して話をする

機会をもつことで、次第に自身の心の揺らぎや思いを

言葉で表現できるようになってきました。長い時間は

かかりましたが暴力や暴言が減り、落ち着いた日々を

過ごすことができるように。

また、児童相談所からの提案でレスパイトケア（一

時的に子どもを預け、里親が休息を取ること）を勧め

てもらい、よく利用させてもらっていました。当時の

私は、支援が必要な下の子の毎日の登校支援、家事や、

仕事…。忙しく、慌ただしい毎日を過ごしていて、自

分の時間や私自身の休息を取る時間がなかなか取れず

にいました。いま振り返ると少し頑張りすぎていたの

だと思います。

そうはいってもレスパイトを利用することについて

子どもに納得してもらうまで時間がかかりました。け

れども「家族」として一緒に生活していくためには私

自身が休む時間が本当に必要だったので対話を重ね了

承してもらいました。「もう無理、限界」となる前に、

子育てを積極的に休む時間を設けられるようになって

いきました。辛かったその時々を支えてくださったの

は、児童相談所の里親係の方でした。「２人がここで暮

らし続けることができるように、私ができることはな

んでもします。」と言ってくれたこと。レスパイトケア

を始め、真摯に寄り添い、動いてくださったこと。本

当に心強く、大変だったあの頃をなんとか乗り越える

ことができました。今でも何かあるたびにすぐ連絡し、

積極的に頼るようにしています。

また、児童相談所のような公的な機関だけではなく

それ以外の地域とのつながりも大切にしています。里

親養育で大切なことは「子育てを家庭の中だけで完結

しない」ということだと思っているからです。

里親同士の豊かで力強いつながり。今回の子育てで

出会った若いお母さん。子どもたちを通して紡いだ、地

域との温かいお付き合い。大学院の門を叩き、教えを

受けた先生方や一緒に学んだ仲間たちとのつながり。

そして何より、私が勤めている子どもプラザはとて

も大きな存在です。突然私が３歳と４歳の子どもを育

てることになったと報告した際、スタッフ全員が第２

の子育てを応援してくれました。シフトも思うように

入れず迷惑をかけることも増えましたが、快くフォロ

ーしてくれ、働きやすい環境を整えてくれました。ま

た若いお母さんスタッフには、現在の子育てを教えて

もらい、一緒に子どもを育て合う仲間になりました。

子どもたちも子どもプラザに遊びに来ることで、小

さな社会を学ぶこともできました。子どもプラザは子

育て中の親子が遊びにやってくる地域にある子育て支

援の拠点。今回の私の大変な子育てを支えてくれる場

所でもあり、いろんな親子が遊びに来てくれる。特別

養子縁組を行った親子が遊びにくることもあれば、時

に里親さんにお子さんを預けた実親さんが家庭に戻る

ための子育ての練習の場としても。なぜかうちのプラ

ザは養子縁組里親と養育里親のスタッフも何人かいま

す。広く深く子育てを支えたいという方ばかりです。

私の自慢の職場であり大切な居場所です。全ての子

育て親子にとって居心地の良い居場所になるよう、日々

みんなで切磋琢磨しています。
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子どもを安心して
遊ばせられて相談できる
ここは第２の我が家
のような場所

子育ての「先輩・後輩」の関係から
同世代の子どもを育てる仲間へ

菅さん（P04）とは、はじめはスタッフと利用者とい

う立場でした。スタッフの菅さんが里子さんを子ども

プラザに連れて来た日のことは、今も鮮明に覚えてい

ます。それまでは里親制度のことをよく知りませんで

したが、菅さんを通して大切な取り組みだなと感じた

のもこの頃からです。

里子さんと私の長男が同じ年ということもあり、子

育ての悩みを聞いてもらったり息子たちが好きな虫の

話やセミとりなどもしましたね。そうやって子どもた

ちを通して私たちの関係は、子育ての「先輩」「後輩」

から、いつしか「同じ世代の子どもを育てる同志、仲

間」へと変わっていきました。

福岡市在住。城南区「子どもプラザ」 代表とし
て子育て支援コンシェルジュを務める。「子ど
もプラザ」での勤務は今年で8年⽬。福岡市の
子育て支援コンシェルジュとして、保護者か
らの相談にも応じる。3人の子どもを持つ母親。

大石 華奈代さん

私は、子どもプラザが子育て中の方にとってより良

い場所となることを目指して活動しています。また、子

育て支援コンシェルジュとして、解決よりも、「つな

ぐ」ことを大切に。まずは気軽な世間話から、保護者

の方に必要な情報をお伝えしています。

私自身は夫の仕事の都合で城南区に移り住み、第１

子の子育てのときから子どもプラザに通うようになり

ました。転勤族の家庭で育ち、地元というものがなか

った私にとって、ここは安心して相談できる。第２の

我が家のような場所でした。

子育てで１日中家にいて煮詰まってしまうことがあ

っても、気軽に行けて、子どもを安心して遊ばせられ

る。日祝日も開いていることは、３人の子どもを育て

る私にとって本当にありがたかったです。自分自身が

支えられる経験をしてきたから、今、支援する立場に

なって意識して行っていることがあります。

私もそうでしたが、子育て中は何かしら悩みがある

ものです。保護者の方に話しかけてみると、子育てに

ついて気になることや悩んでいることをお話してくだ

さる方がほとんどです。それが些細なことでも誰かに

話すことでモヤモヤしたものが軽くなることがありま

す。できるだけ保護者の方が話しやすいよう、こちら

から一声かけることを意識して行っています。

Interview 02
子育て支援者の声
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共に子どもが成⻑できる環境を
地域の⼩さなつながりのなかで

子育てに必要な支援が、全ての親子に届くと良いな

と思っています。例えば、妊娠中からお母さんに伴走

したサポートがあったり、公民館などの地域の社会資

源を気軽に利用できたりすると、より身近な支えにな

るのではないかと考えています。なかなか来られない

人には、積極的に訪問などを行いたいです。

そのためには福岡市に常設の子育て支援拠点が増え

ることを願いつつですが、地域の子育てを支えるため

に、できることからやっていきたいと思っています。

私自身の子育ては多くの地域の人たちの関わりで軌

菅さんを見ていると、里子さんを大切に愛情いっぱ

いに育てているんだなと感じます。特に里子さんの折

り紙を通して、菅さんが積極的に地域の方とつながっ

ていく話を聞くと子どもと一緒に楽しんでいて心が温

かくなります。里親と里子さんではあるけれど、私か

らしてみれば「親子」には何ら変わりなく、特別なも

のではないと思っています。里子さんを小さな頃から

見てきて、私も一緒に成長を感じています。

道に乗りましたし、大変なことがあっても、その支え

があり乗り越えてきました。だからこそ、子どもたち

の成長には地域の人を含んだ、さまざまな人とのつな

がりが大切だと実感を持っています。

親子が困ったときに相談でき、地域のなかで共に子

どもが成長できるような環境をつくること。地域のな

かに人との小さなつながりをたくさんつくり続けてい

けるように。菅さんをはじめスタッフ全員に支えても

らいながら奮闘していきます。

住所：福岡市城南区⿃飼5丁⽬2番25号（城南区保健福祉センター2階）

福岡市城南区子どもプラザ
お話をお伺いした場所

乳幼児の親子がいつでも利⽤できる子育て支援の拠点です。

子どもと一緒に遊べる他、他の親子との交流や子育てに関

する相談ができます。福岡市から委託を受け、特定⾮営利

活動法人 地域ぐるみの子育てをすすめるひだまりの会が運

営しています。
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里親さんの家にいたのは５年間ですが、そのうちの４

年間くらいは里親さんとあまり話せず、どうしたらいい

のかわかりませんでした。里親支援専門相談員の人や、子

どもの村の人や、里親会のみなさん、里親さんの職場の

みなさん、近所の人、みんな、里親さんと私の関係を知

っていて、情報はつつぬけなんだろう…たくさんの大人

に知られている、ということは時に気恥ずかしく、なん

で里子だとみんなに知られてしまうんだろう、友達はこ

んなに知られてないよ…ともじもじと思っていました。変

な人間だと思われてるんだろうけれど、変わらず声をか

けてくれたり、キャンプやイベントにも誘ってくれて、の

このこと行きました。楽しかったです。

里親さんとも、地域での体験発表会をきっかけに結構

話せるようになりました。とても怒られましたし、地域

の人たちにもドン引きされたのではないかと思いますが、

雨降って地固まったのではないかと思います。

里親さんの家での生活は、美しい光景ばかりで戸惑い、

夢をみているみたいでした。美味しいご飯やお弁当、外

に干してくれたお布団、テレビ、みんなで囲むごはん、鼻

歌を歌いながら家事をする里親さん、仕事に毎日行くた

めに心身を調整している姿。夫婦でずっと仲良く、晩酌

をする光景。

どれも、今でも思い出すたびにほっとする、里親家庭

に来る前の怖い記憶と拮抗しあうような、力をくれる大

切な記憶です。とても感謝しています。それから10年く

らいたちますが、今でも里親さん、地域の皆さんは、お

会いしたら変わらず声をかけてくれて、ずっと見守って

応援してくださっている気がします。なにかあったらい

ろんなサポートを教えてくださると思いますし、顔をみ

るだけでほっとする気がします。自分も自分にできるか

たちで、社会にお返しできたらと思います。

Aさん

Interview 03
里親家庭経験者の声
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福岡市子ども家庭支援センター「SOS 子どもの村」
相談支援員：水本 有依

「痛いの痛いの飛んでいけ～」道端で聞こえるかもしれな

いその声は優しくて、じんわり温かい。そうイメージした

いです。もちろん飛んでいくわけはないけれど、⽬の前に

いる人が同じ⽬線にしゃがんで手当てしてくれるから、安

心したのか泣き声が聞こえる。傷跡は残るかもしれないけ

れど、もう一度立ち上がることができる。

「傷に真摯に触れ、共に治していく覚悟を持ちなさい。傷

を見てぞんざいに触れるだけだと、かえって痛い思いをさ

せるでしょう。私達には何ができるんだろうね」心理士と

して足を踏み出した頃(今だって3歩⽬くらいです)、恩師か

らいただいた言葉を、今でも折に触れて思い出します。誰

かの肝心の感情を素通りするように、表面的なやりとりに

留まってしまう私を見透かすかのようでした。それだと怪

我をした人と⽬が合うことはなく、傷口に塩を塗りこんで

しまう。まず向き合うべきだったのは、そこに傷があるこ

とでした。

歩いてきた道を戻りつつ、亀のようなのっそりとしたス

ピードで進んでいますが、私は今、子ども達の言葉になら

ない思いに、同じ⽬線でしゃがんでいたいと日々思ってい

ます。すぐに傷が癒えるわけはなくとも。もしその⽬線が

ずれてしまったときにも、教えてくれるのは彼らです。そ

してどんなに辛い中でもその子なりの光がある。その眩し

い力に、尊敬の気持ちすら浮かびます。

「ねえ、見て、ほろほろ…」崩れゆく砂を見て、切なさや

悲しみが入り混じったような、何とも言えない表情を浮か

べる子。崩れてほしくないのでしょう。心の中でぽろぽろ

流すのは涙でしょうか。崩れない、たとえほろほろになっ

て崩れたとしても修復できる、何かを、誰かを。切に求め

ているのかもしれません。零れ落ちるその気持ちを落とさ

ないように掬いあげ、「伝わったよ」。素朴な、けれどその

瞬間だからこそ喚起されるような、正解なんてお呼びでな

い営みです。

喜びも傷も、抱えながら生きるそばにあること

子
家

セン コラム

傷跡は残るかもしれないけれど、
もう一度立ち上がることができる

もしかしたら大人からすると、「よくあることだ」そう思

う子どもの躓きが時にあるかもしれません。私達は経験し、

乗り越えて大人になってきたから。もちろん大事な見方で

す。ただ、躓いた子どもにとっては…「こう思うのになあ」

喜びも悲しみも、
そのままに明日もあり続けるはず
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ある子は突き放されたような寂しさを、ある子は分かって

ほしいと怒りを、感じるのかもしれません。「うん、あなた

はそう思ってるんだね」1人の人間として、敬意を表する。

つい、固定観念がもやもやとかかって視界不良になること

もありますが、それに足搔き続けていきたいです。

これからの世界の中心になっていくのは、子ども達でし

ょう。そして私達はかつて子どもで、「やってられないよ

ね」誰かと繋がりながら、時に痛みを抱えながら、何とか

ここまで成長してきた。そんな私達だから、子ども達にで

きることがあるんじゃないか、そう願っています。彼らが

嬉しいも、幸せも、腹が立つも、寂しいも。大切に抱えな

がら、健やかに歩いていけるように。もしもかさぶたがは

がれるように痛みが溢れたなら、そばで共に抱える誰かが

いるように。

「どうかした？」まずは立ち止まってもらえると、少しず

つ「この世界だって捨てたもんじゃないかも？」子ども達

は俯いた顔を上げるかもしれません。私もドキドキしなが

ら「崩れてほしくないね」そっと伝え続けていきます。




